
 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

この甘海老(アマエビ)ならぬアマビエは、各地に伝わる河童や

天狗とは異なり、江戸時代のたった1枚の「かわら版」だけに

登場する珍種の妖怪である。時は江戸時代後期の弘化３年、

西暦で言えば1846年4月のこと。九州は熊本、当時は肥後国

の海に謎の発光体が現れた。そこで役人が検分に赴いたとこ

ろ、海中から異形の怪物が現れ、「我はアマビエと申す者なり。

向こう6年は豊作が続くが、疫病も流行る。その時は我が姿の

絵を人々に見せよ」と告げるや海に没した。 

その後、幕末や明治時代にもコレラなどの疫病が流行るたび

に疫病退散を願い、この「アマビエ伝説」も流布しました。

新型コロナウイルスに苦しむ現代の令和においても、インタ

ーネットなどで「疫病を終息させる」と話題になっています。 

新型コロナウイルス流行によって、140年ぶりに現れた妖怪

のナゾと真実とは？！ 

その姿を描き写すことで、疫病の流行を防ぐご利益があるといわれている「アマビエ」。現在の新型コロナウイルス流行の

中、さまざまな人がアマビエの姿を描いたイラストをネットにアップして、それが拡散され話題になっています。海から

やってきた「アマビエ」とは何者なんでしょうか。 

アマビエの元かもしれないアマビコの最も古い 

資料は、天保14年（1843年）9月頃に名古屋 

で書き留められた「あま彦」でアマビエから 

さかのぼること約3年。つまり、アマビエとはアマビコ

の「コ」の字を「ヱ（エ）」に書き誤った、あるいは意図

的に改変したと推測されるそうです。アマビコ資料は越

前（福井県）でも2例確認されており、どちらも天保15

年（1844年）。名古屋には備後（広島県）から情報がも

たらされたといい、その流行から半年ほどを経て越前に

到着したことになる。アマビコは「姿を写して諸国に早々

に触れ回れ」とも告げていたが、その通りに全国的に広

まっていたようです。 

 

役人が写し取り、江戸に伝えたとする図には、長髪にクチバシ、

体にウロコ、３本の足（ヒレ？）という異形が描かれている。

一見すると髪の長い人魚のようにも見えるが、鳥のようなクチ

バシ状の口があり、目や耳は菱形で、まるで「ウルトラマン」

に登場する怪獣のようなデザインである。およそ江戸時代離れ

した造形センスで、一度見たら忘れられない、何とも言えない

味わいがある。妖怪好きの人々の 

あいだでは比較的よく知られており、 

『ゲゲゲの鬼太郎』にも登場したこ 

とがあります。 

最後にアマビエの名前ですが、瓦版 

の誤記によって流布した結果、同様 

の言い伝えがあるアマビコが誤って 

伝えられたという説もあるそうです。 

人々はなぜ、このように図像を書き写し広めたのでしょうか。 

一つの理由として、珍獣・幻獣の姿を「見る」と除災招福の

御利益が得られるとする心性の存在が挙げられます。舶来の

ゾウやラクダ、はたまた人魚を描いた摺物は「護符」として

の機能も持ちあわせていたようで、見たり、貼ったり、置い

たりするだけで寿命が延び、悪事災難から逃れられると人々

は考えたのでしょう。 

そのため安政5年（1858年）のコロリ流行時には、「猿に似

たる三本足の怪獣」の絵姿が江戸市中で売り歩かれたそうで

す。また明治15年（1882年）にも東京の絵草紙屋（娯楽書

や浮世絵の店）で「三本足の猿の像」が「コレラ病除けの守

り」として売られたそうです。これらはともにアマビコであ

ろうと言われています。 

「私の写しを早々人々に見せよ」と海中に消えたアマビエ。

護符の効能を妄信したのでなく、単に新奇なものを面白がっ

て書き留めただけという可能性もありますが、せめて新型コ

ロナ流行の一日も早い終息を予言してくれないかな。 

－ 漢字しりとり迷路 応募方法 － 

①名前 ②住所 ③電話番号④「かとけん通信」の中で興味のあった記事、ご意見、ご感想など。

⑤答えをご記入の上 FAX かメールにてご応募下さい。 

FAX ２２－２１３３ hirose@kato－const.jp ハガキやお電話でもＯＫです！ 

互助→助成→成長曲線→線香花火  

→火事場→場面→面識→識別  →

別荘→荘厳→厳守→守備→備蓄→

蓄積→積乱雲→雲泥  

密 接 

６月号こたえ 

スタート 

ゴール 

スタートからゴールまで熟語のしりとりで移動す

る迷路ゲームです。正しいルートでゴールまでた

どり着くと、通らなかったパネルが出てきます。         

 

この余りのパネルの漢字を  

つなぎ合わせてできる熟  

語が「答え」になります。        

例題では「以」と「前」の  

パネルが余るので、「以前」  

が答えとなります。  

 

 

長 椅 子 供 妖

祖 元 胸 会 食

先 程 度 具 玩

進 射 的 体 怪

学 率 直 結 果



 

 

 

  

  

 

        

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニトマト         9個 

おくら          6本 

●めんつゆ（2倍濃縮）   50ml 

●水           100ml 

 

(３人分) 

  ) 

 

① ミニトマトはヘタを取り、包丁でかるく十字に切り込みを入

れます。 

② オクラをまな板にのせ、塩少々（分量外）をふって手でごろ

ごろ転がし、板ずりをします。 

③ ②を沸騰したお湯で2分ほどゆでます。ゆであがったらオクラ

のヘタを切ります。 

④ 続いて①を茹で湯むきします。 

⑤ ボウルに●を入れて③と④を加えます。冷蔵庫で1時間ほど冷

やしたら完成です！ 
 

★お好みでかつおぶしやネギなどをかけて召し上がってください。 

 


